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研究報告のほか、「VOICE！」、ちょっとした工夫、ミー
ティング実況報告、ケースレポートなどなど、内容
はなんでも結構です。執筆形式は問いません。ただ
し、未発表のものに限ります。
国内・国外を問わず、他誌に掲載されたもの、掲載
予定のもの、みずからあるいは第三者のホームペー
ジに収載、また収載予定のものはご遠慮ください。

★研究論文については、下記をご参照ください。
❶ 8000字以内（図表を含みます）。
❷メールでの送信も可能です。
❸ワープロなどをご使用で、郵送される場合は、原稿と共にフ
ロッピーディスク（テキストファイル）を同封してください。
❹著作権侵害を避けるため、他誌（書）から引用される場合
には、必ず出典を明記してください（本文引用の肩に番号を
つけ、本文末尾に一括して引用順に）。〈雑誌〉執筆者：論
文名、雑誌名、巻数、号数、引用ページ、発行所、発行場
所（外国の場合のみ）、発行年。
❺他誌からの転載は、原作者（または出版社）の許諾が必要
です。
❻個人情報の扱いについては十分な配慮と、必要な場合は同
意を得て執筆をお願いします。
❼印刷物からの複写・複製などについて。投稿された論文が
本誌に掲載された場合、印刷版面を利用して複写・複製、送
信し（データベース化などの変形仕様も含む）領布すること、
翻訳・翻案・ダイジェストなどにより、二次的著作物として領
布すること、および第三者に対して転載を許諾する権利は医学
書院に帰属します。なお、著作者ご自身のこれらの権利を制
限するものではありませんが、再利用される場合は事前に弊社
あてご一報ください。
❽論文の採否は論文審査委員会の査読を経て決定します。審
査の結果、原稿へ加筆、修正をお願いすることがあります。
原稿、フロッピーディスクは採用するしないにかかわらず返却い
たしません。
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本誌を無断で複製する行為（複写、スキャン、デジタルデータ化など）は、
「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられ
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投稿のお願い 編集後記
宮城県塩釜市七ヶ浜というところに、泥かきボランティアに行き
ました。作業後、現地にある緑ヶ丘病院の看護師さんが、船
で沖まで連れて行ってくださいました。そこには、陸の様子そっ
ちのけで、きれいな海と空が静かに広がっていました。お腹が
減っているでしょうと、手作りの草もちを持ってきてくださり、浜
辺に座っていただきました。「ここの浜では小さい頃からよく遊
んでいましたよ。訪問看護のときも、患者さんとよく散歩しました。
また元通り、きれいにしたいなぁ」とおっしゃっていました。

（米沢）

特集 1 身体拘束時の心理的ケア
行動制限は最小化の議論を第一としながらも、同時に「安全に」「できるかぎり患者さんに負担がないように」と考えます。
なかでも今回は、拘束時の心理的な負担に対するケアに焦点を絞って特集します。心理的なケアをおこなうことによって、その
後の行動制限を防ぐことができるという考え方もあるようです。

寄稿 うつ病を持つ人を対象とした看護理論の構築に向けて
好評 第 15回精神科認定看護師認定試験問題　解答と解説②
焦点 身体合併症をみる病院とうまく連携する

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
1 

2026/09/14 15:19:47


